
西都・児湯地域における食生活改善を
中心とした生活習慣病対策の取組

～働く世代の食生活アンケート調査結果とその考察～

○満安しほ1)、清水裕衣1)、村岡涼子2)、塩田栄子3)、蛯原夕起子4)、西田敏秀3)

高鍋保健所（日向保健所兼務）1)、日南保健所2)、高鍋保健所3)、健康増進課4)
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参考：第6回NDBオープンデータ（平成30年度特定健診実施分）

西都・児湯地域における健康課題

二次医療圏別比較：BMI≧25

県平均に比べて、西都児湯地域では男女とも肥満者（BMI≧25）が多い。
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西都・児湯地域における健康課題

二次医療圏別比較：BMI≧30

参考：第6回NDBオープンデータ（平成30年度特定健診実施分）

県平均に比べて、西都児湯地域では女性で肥満者（BMI≧30）が非常に多い。
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出典：宮崎県データ分析による市町村国保保健事業支援業務報告書（R4.3）

管内７市町村とも有病率は30％を超え、特に西米良村で多い傾向である。

西都・児湯地域における健康課題

市町村別高血圧性疾患 有病率 （R2.4～R3.3）



県平均に比べて管内７市町村は男性で高い傾向にあり、女性は特に高鍋町で高い。

出典：宮崎県健康づくり推進センターHP

西都・児湯地域における健康課題

市町村別比較：心疾患の死亡率（H27～29）



男性は西米良村、都農町で、女性は西都市、木城町で高い傾向にある。

出典：宮崎県健康づくり推進センターHP

西都・児湯地域における健康課題

市町村別比較：脳血管疾患の死亡率（H27～29）



西都児湯地域・職域連携推進協議会の概要

事業開始 平成１９年度から

目的
地域・職域で蓄積した保健事業の方策を互いに提供し合い、連携した対策を講じ、
県民の生涯を通じた継続的な保健サービスが提供できる体制の構築を図る。

委員

R3.4.1～

R5.3.31

・西都市西児湯医師会

・児湯医師会

・西都児湯歯科医師会

・西都地区薬剤師会

・高鍋地区薬剤師会

・宮崎県看護協会

・宮崎県栄養士会

・宮崎キヤノン株式会社高鍋事業所

・宮崎健康づくり協会

・日本健康倶楽部宮崎支部

・全国健康保険協会宮崎支部

・西都商工会議所

・高鍋商工会議所

・西都農業協同組合

・西都児湯地区地域婦人連絡協議会

・宮崎労働基準監督署

・西都市健康管理課

・高鍋町健康保険課

・新富町いきいき健康課

・西米良村福祉健康課

・木城町福祉保健課

・川南町町民健康課

・都農町健康管理センター



地域・職域連携推進事業の意義



当協議会のこれまでの取組：平成19～令和3年度

テーマ 対象 取組内容

平成19
～25年度

特定健診・保健指導 ー
・特定健診・保健指導の実施状況確認
・特定保健指導研修会の実施
※H22は鳥インフルエンザ発生により中止

平成26
～29年度

めざせ適正体重
（肥満予防・改善）

若年層
（働き世代）

・事業所へのアンケート実施
・事業所向け研修会の実施
・健康支援プログラムの実施
→ 40歳未満の肥満者13名を対象として

6か月指導介入

平成30
～令和2年度

働き世代の健康づくり
（健康経営の普及啓発）

事業所
（働き世代）

・事業所へのアンケート実施
・部会の立ち上げ
※R2は新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止により書面協議

令和3年度
働く世代における
健康づくりの推進

・希望する普及啓発テーマを協議
→「糖尿病対策につながる食生活改善を

中心とした生活習慣病対策」に決定



3か年活動計画（令和4～6年）

テーマ 健康無関心層をターゲットに食生活改善を中心とした生活習慣病対策

目的
管内事業所に対して、健康経営の普及啓発を行うとともに、特に栄養・食

生活の取組を拡大することにより、肥満や生活習慣に問題のある者の割合が
多い働く世代のより一層の健康増進を図る。

年度 R4 R5 R6

取組
内容

管内における働く世代の
昼食状況について実態
把握調査を行い、集計
する。調査結果をもとに
働く世代の昼食の課題
を抽出する。

食料販売店と事業所
で連動した媒体の作
成等を検討する。

ナッジ理論を活用した
媒体を作成し、食料販
売店と事業所に掲示・
配布等を行う。



令和4年度活動内容

令和4年7～8月
西都児湯地域・職域連携推進協議会の開催

※書面協議（資料送付、意見書の提出、結果送付）

令和4年9月

西都児湯地域・職域連携推進協議部会の開催
※オンライン形式

○アンケート調査の方法・内容について意見交換
○各団体が協力できることについて意見交換

（役割の明確化）

令和4年10～11月 アンケート調査の実施

令和4年12月
～令和5年1月

アンケート調査結果の集計・考察



１ 目的
管内の無関心層を含む働く世代に対し、「昼食」を中心とした食生活に関する

実状や意識等を調査し、その結果を媒体作成に活用する。

２ 調査客体
西都・児湯地域に在住する働く世代（18～74歳） 461名
※地域・職域連携推進協議会の構成団体に所属する者を含む

３ 調査項目
〇性別、年代、居住市町村、職業 〇健康のための食事への意識
〇健康や栄養に関する情報源 〇昼食の実状・意識
〇食行動への意識及び実施状況

４ 調査時期
令和4年10月17日～11月30日（水）

５ 調査方法
調査票（オンライン）のURL及びQRコードをチラシに掲載し、

地域・職域連携推進協議会及び部会委員の協力の下、管
内の働く世代に広くチラシを配布した。回答は、パソコンまた
はスマートフォン等を使用して、インターネット上で行った。

アンケート調査の概要



男性

35.6%

女性

64.2%

無回答

0.2%

調査結果 ＜調査客体の概要＞
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全く気をつけて

いない 2.0%

あまり気をつけて

いない 19.7%

飲食店を利用

0.9%

何も食べない

2.0%

調査結果 ＜食事への配慮・昼食内容＞

Ｑ.健康のために
食事に気を付けているか

Ｑ.勤務日の昼食で
何をよく食べるか

いつも

気をつけている

25.6%

たまに

気をつけている

52.7%

手作りのもの

68.1%

購入したもの

29.1%

n=461



調査結果：関心層と無関心層の比較

「いつも気をつけている」

「たまに気を付けている」

Ｑ.健康のために食事に気を付けているか

「あまり気をつけていない」

「全く気をつけていない」

関心層

※カイ二乗検定を実施

無関心層
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調査結果：関心層と無関心層の比較 ＜昼食内容＞

Ｑ.勤務日の昼食で何をよく食べるか
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** P<0.05
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調査結果：関心層と無関心層の比較 ＜選択理由＞

Ｑ.勤務日の昼食でよく食べるものを選ぶ理由は
n=461
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調査結果：関心層と無関心層の比較

＜主食・主菜・副菜の組み合わせ＞

Ｑ.普段「主食・主菜・副菜」を組み合わせているか
n=461
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調査結果：関心層と無関心層の比較

＜野菜350g以上の摂取＞

Ｑ.普段、野菜を350g以上食べているか
n=461
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調査結果：関心層と無関心層の比較

＜塩分を多く含む食品や料理の摂取＞

Ｑ.普段、塩分を多く含む食品や料理を控えているか
n=461
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調査結果：関心層と無関心層の比較

＜健康や栄養に関する情報源＞

Ｑ.日頃の健康や栄養に関する情報源は何か
n=461



アンケート調査結果の考察①

【手作り弁当】

関心層でさえ
野菜量が少なくなる

手作り弁当でも野菜を多くとれるよう

レシピや作り方の工夫

【市販弁当】

もともと野菜量が少ない傾向

〇野菜の多い弁当類の選択

〇副菜との組み合わせ等の工夫

【インスタント麺・カップ麺】

単品食べとなり
栄養が偏ってしまう

〇主菜や副菜メニューとの組み合わ

せ方の工夫

〇塩分を控えるための食べ方の工夫



アンケート調査結果の考察②

【昼食の選び方】

手軽さを求める者が多い

手軽で誰でも簡単に実践できる調理

や組み合わせ方の工夫

【野菜と塩分の摂取】

「主食・主菜・副菜の組み合わせ」

に比べて

「野菜を350g以上摂取する」

「塩分の多い食品や料理を控える」
行動は関心の程度によらず

実践できていない者が多い

〇副菜を組み合わせることより、野

菜をいかに多く摂取するかに重

点を置いた工夫

〇塩分を控えても美味しく食べられ

る工夫（＝継続できる減塩）

【健康や栄養に関する情報源】

テレビ・インターネット・SNS

ポスターやリーフレット以外にも左記

を活用した啓発方法の検討



テーマ 健康無関心層をターゲットに食生活改善を中心とした生活習慣病対策

目的
管内事業所に対して、健康経営の普及啓発を行うとともに、特に栄養・食

生活の取組を拡大することにより、肥満や生活習慣に問題のある者の割合が
多い働く世代のより一層の健康増進を図る。

年度 R4 R5 R6

取組
内容

管内における働く世代の
昼食状況について実態
把握調査を行い、集計
する。調査結果をもとに
働く世代の昼食の課題
を抽出する。

食料販売店と事業所
で連動した媒体の作
成等を検討する。

ナッジ理論を活用した
媒体を作成し、食料販
売店と事業所に掲示・
配布等を行う。

当協議会における今後の取組


